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第６学年１組 体育科学習指導案 

                           指導者  

 

１ 単元名 リレー 

 

２ 運動の特性 

（１） 一般的特性 

    一人一人が全力で走りながらバトンをつなぎ、相手チームと競走したり自分のチームの記録を

高めたりすることが楽しい運動である。 

 

（２） 子どもから見た特性（男子１５名 女子１０名 計２５名） 

  Ａ 運動の楽しさの体験状況 

    ① 体を動かすことは好きですか。 

とても好き 好き あまり好きではない 好きではない 

１５名 １０名 ０名 ０名 

 

    ② 体育の学習は好きですか。（理由は複数回答） 

とても好き 好き あまり好きではない 好きではない 

１３名 １１名 １名 ０名 

体を動かすことが好き     １０名 

楽しい             ９名 

好きな運動がある        ５名 

普段から運動をしている     ２名 

チームプレイを楽しめる     １名 

健康になれる          １名 

疲れる      １名               

 

③ リレーの学習は楽しみですか。         

とても楽しみ 楽しみ あまり楽しみではない 楽しみではない 

１５名 ５名 ３名 ２名 

協力できる           ７名 

《内訳》 

みんなで力を合わせられる   ３名 

みんなで勝つ方法を考えられる ２名 

みんなで意見を出し合える   １名 

みんなで課題を解決できる   １名 

リレーが好き          ４名 

走ることが好き         ３名 

記録が縮まるとうれしい     ３名 

いろいろなチームと競走できる  ２名 

追い返すのが好き        １名 

走るのが苦手   ２名 

疲れる     １名 

足が痛くなる １名 

疲れる    １名 
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④ リレーのおもしろさはどんなところですか。（複数回答） 

一人ではなく仲間と協力できること、みんなで楽しめる         ８名 

抜かしたり抜かされたりする緊張感、最後まで勝負がわからない     ７名 

メンバーや走る順番で順位が変わるからそれを考えたり、工夫したりする ４名 

味方を信じて応援できる                       ４名 

バトンパス                             ３名 

一生懸命走って最後までバトンをつなぐ                １名 

 

⑤ リレーの難しさはどんなところですか。（複数回答） 

バトンパス                            １７名 

（受け取り方に関して・・・１３名  走り出しや受渡すタイミングに関して・・・４名） 

カーブを走る                            ２名 

走る順番を考える                          ２名 

チームをちょうどよい速さにする                   ２名 

速い人を抜かす                           １名 

油断したらすぐに抜かされる                     １名 

 

 Ｂ 運動の楽しさを求める学び方の習得状況 

 ① 友達と協力して学習を進めたり、準備や後片付けをしたりできますか。 

誰とでもできる 仲のよい友達とならできる できない 

２５名 ０名 ０名 

 

② 友達に対してアドバイスができますか。 

できる 資料などを参考にすればできる むずかしそう 

１０名 １０名 ５名 

 

③ 自分に合っためあてをもつことができますか。 

もてる 資料などを参考にすればもてる むずかしそう 

１０名 １３名 ２名 

 

④ これから行うリレーの学習をどのような学習にしていきたいですか。（複数回答） 

みんなが楽しめる                         １２名 

真剣勝負ができる                         １０名    

みんなが協力できる                         ７名 

陸上大会やオリンピックの記録に挑戦したい              ７名 

記録を縮められる                          ５名   

悪口を言わないで仲よくできる                    ２名 

１位になれなくても楽しい                      １名 
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Ｃ 運動の楽しさを味わうための技能の習得状況 

  
７５ｍ走 

５０ｍ走 
１００ｍ走 バトンパス その他 

（カーブ含） 合計 （カーブ含） リード 手首 目線 手 リレー 理由 

1 男 11.8 

80.7 

7.7 16.3 ◎ ◎ ◎       

2 女 12.6 8.5 17.1 ● ◎         

3 男 13.1 8.3 18 △           

4 女 13.3 8.6 17.9 ● ◎         

5 男 16.1 10.1 21.5 ○           

6 女 13.8 9.1 19.1 △       あまり楽しみではない 疲れる 

7 男 11.8 

80.6 

8.1 17.1 ● ◎         

8 女 13.7 9.3 18.8 ○ ◎         

9 男 13.2 8.7 17.9 ◎ ◎ ◎       

10 女 12.9 8.7 18.2 △           

11 男 13.9 9.6 19.4 ○ ◎     楽しみではない 足が痛くなる 

12 女 15.1 10.1 22.3 △           

13 男 13 

80.6 

8.3 17.9 △           

14 男 15.1 10.3 22.3 △       あまり楽しみではない 走るのが苦手 

15 女 13.3 8.9 18.9 ○ ◎         

16 男 13.4 8.7 18.5 △           

17 男 11.9 8 16.8 ○           

18 女 13.9 9.5 20.2 ○           

19 男 14.5 

80.5 

9.8 20.3 △           

20 女 12.3 8.3 17.3 ○ ◎         

21 男 13.3 8.8 18.2 △ ◎         

22 女 14.8 9.5 20.3 △           

23 男 13.4 8.6 18.5 ○ ◎     楽しみではない 疲れる 

24 男 12.2 8.1 17 △           

25 男 欠   体育参加不可 あまり楽しみではない 走るのが苦手 

 

≪バトンパスについて≫ 

※リードの取り方  →◎：前走者とほぼ同じスピード    ○：軽く走っている 

           ●：２、３歩ステップを取っている  △：止まっている 

 

※手首の返し    →◎：手首を返している      無表記：手首を返していない 

  

※目線の向き    →◎：走る方を向いている     無表記：前走者の方を向いている 

 

※手を出すタイミング→◎：前走者の合図で出せている  無表記：最初から出している 
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【考察】 

Ａ 運動の楽しさの体験状況について 

   本学級の全員が、運動や体を動かして遊ぶことが「とても好き」「好き」と回答している。 

「体育の学習が好きか」という質問に対しては、「体を動かすことが好き」「体育や運動が楽しい」

といった理由から２４名（９６％）が「とても好き」「好き」と答えている。一方、「あまり好きで

はない」と答えた１名（４％）は「疲れる」という理由を挙げていた。 

「リレーの学習は楽しみか」という質問には２０名（８０％）の子どもが「とても楽しみ」「楽

しみ」と回答している。理由としては、「みんなで力を合わせられる」「みんなで勝つ方法を考えら

れる」「みんなで意見を出し合える」「リレーが好き」「競走できる」といった内容が挙げられた。

また、「走るのが苦手」「疲れる」といった理由から５名（２０％）が「あまり楽しみではない」「楽

しみではない」と回答している。  

子どもは「最後まで勝敗がわからないこと」「仲間と協力してみんなで楽しめること」にリレー

のおもしろさを感じている。本単元を楽しむための重要な要素である勝敗の不確定性はしっかりと

保障できるように７５ｍ走の合計タイムがだいたい同じになるような等質チーム分けを行う。その

中で、走ることが苦手な子どももチームの一員として自分ができることを精一杯頑張れるように走

る距離や順番を工夫させたい。また、「みんなで」学習しようとする雰囲気を大切にしていきたい。 

 

Ｂ 運動の楽しさを求める学び方の習得状況について 

   本学級の全員が、「友達と協力して学習を進めたり、準備や後片付けをしたりできる」と回答し

ている。実際、特に役割分担を決めなくても、準備や後片付けを率先して行える子どもは多い。ま

た、「みんなで」学習しようとする意識も高い。しかしながら、「友達に対してアドバイスができま

すか」という質問では１０名（４０％）が「資料などを参考にすればできる」、５名（２０％）が

「できない」と回答した。同様に、「自分に合っためあてをもつことができるか」という質問に対

して、１３名（５２％）が「資料などを参考にすればできる」、２名（８％）が「むずかしい」と

している。これらは、リレーにおいて何をアドバイスしたらよいのか、視点はどこなのか、また、

何をめあてとすればよいのかが漠然としているからだと考える。 

そこで、子どもたち自身が相手チームに勝ったり、記録を向上させたりするにはどうしたらよい

か気付いていけるような道すじを設定することで、自分に合っためあてをもてるようにしたい。さ

らに、視点や動きのポイントなどを示した手引きを作成することで、自信をもってかかわり合える

ようにしたい。 

 

Ｃ 運動の楽しさを味わうための技能の習得状況について 

実態調査から、１２名（４８％）が止まった状態でバトンを受けていること、リードを取れてい

たとしても全員が手を出した状態で走っていることがわかった。また、手首を返した状態で受け取

れていた子どもは１１名（４４％）で、その中でも目線を走る方向に向けられていたのは２名（８％）

だった。 

本単元では子どもの実態を踏まえ、オーバーハンドパスを基本として減速の少ないバトンパス

（前走者と同じようなスピードでもらうこと）を身に付けさせていきたい。教師が一方的に指導す

るのではなく、学習を通してリレーにおけるバトンパスの重要性に気付かせ、テークオーバーゾー

ン内で前走者と同じようなスピードまで加速してバトンを受け取ることができるようにしたい。 
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３ 研究主題と学習の手立て 

 （１）市教研体育部会の研究主題 

   生涯にわたって健康を保持増進し、運動に親しむ子どもを育てる体育学習 

 

（２）研究の視点 

  視点１ 子どもの実態を的確に把握するとともに、運動の特性と指導内容を明確にした上で道す

じや学習活動を工夫し、ねらいを明らかにすることで子どもたちが学習意欲やめあてをも

って取り組めるようにする。 

○子どもの実態に合った道すじの設定 

  子どもたちはトラックを使ったリレーの学習経験が少ない。まず、オリエンテーションの中

でリレーを行う。その際、どの子どもも競い合う楽しさや勝つ喜びを経験できるように教師が

提示した等質チームで競走を行う。競走なので他のチームよりも早くゴールしたいという欲求

が生まれるだろう。「早くゴールする」＝「競走に勝つ」ためにチームの記録を向上させる必

要がある。しかし、そのための基本的なバトンパスの技能は実態調査からも身に付いていない

ことがわかる。減速の少ないバトンパスを習得することやテークオーバーゾーンを有効に使用

することで、リレーの楽しさをさらに広げることができる。 

 そこで、バトンパスのポイントを「タイミングのよいスタート」「すばやい加速」「なめらか

な受渡し」の３つに絞り、単元前半に１時間に１つずつ取り上げていく。そうすることで、意

識して取り組むことが明確になり、段階的にバトンパスの技能を向上させることができるだろ

う。   

それを経て単元後半には、チームの課題に応じて練習の場を選んで活動できる時間を確保す

る。それまでに学習したことを生かして主体的に活動したり、活発に話し合ったりする姿が期

待できるだろう。 

さらに、毎時間記録を計測する。スムーズなバトンパスができるようになったり、走り出す

位置を工夫したりすることによる記録の伸びが視覚的にわかるようにグラフ化していくこと

で「記録が縮まるとうれしい」「記録を早くしたい」という願いが実感を伴って満たされてい

くだろう。 

 

○場の工夫 

  １周１５０ｍのトラックを設定し、１人あたり半周ずつのリレーを行う。オープンリレーを

行うが、テークオーバーゾーンのみセパレートコースとすることで、学習の中で大切にしてい

るバトンパスをきちんと行えるようにしたい。また、同様な理由で競走を２チームで行う。競

走は毎時間の始めと終わりに１回ずつ行い、一時間の中での対戦相手は変えない。 

１５０ｍトラックでは直線区間がそれぞれ３５ｍ確保することができ、バトンを受け取って

からスピードに乗った状態でしっかり走ることができる。テークオーバーゾーンは、直線部分

の中間点から前後に１０ｍずつ（計２０ｍ）とすることで、外側を走るチームにも影響が少な

いようにする。さらに、有効な使い方を伝えることで１人あたり７５ｍの走路が５５ｍ～９５

ｍの幅をもたせることができ、個人の走力に合わせて走順や走り出す位置を考えながら取り組

むことができるだろう。また、トラックの中に直線コースをたくさん用意することで課題に応

じた練習が自由に行えるようにする。 
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【学習の場】  

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点２ 一人一人のよさを伸ばし、できる喜びを実感できる手立てを工夫する。 

○減速の少ないバトンパスを身に付けるためのポイントの明確化 

  本学級の子どもの１７名（６８％）がバトンパスに難しさを感じている。また、自分に合っ

ためあてをもてると回答した子どもは１０名（４０％）に留まった。これは、これまでのリレ

ーにおける学習経験が少なく、具体的に何に気を付ければよいのか、どのような状態が望まし

いのかが漠然としているからだと考えられる。そこでまず、トップアスリートの映像や上手に

バトンパスを行っている子どもを手本とすることで、減速の少ないバトンパスとはどのような

状態なのかイメージをもてるようにしたい。さらに、本単元では、「タイミングのよいスター

ト」「すばやい加速」「なめらかな受渡し」にポイントを絞る。これらのポイントは目指す姿と

して捉えさせ、その達成のために具体的な学習の仕方（バトンパス上達への道）を示すことで

自分に合っためあてをもち、主体的に活動できるようにしていく。なお、「すばやい加速」が

できるようになるとスタートするタイミング（位置）も変わってくる。その際には、前時を振

り返らせ、よりよいタイミングでスタートできるように声かけをしていく。 

：コーナートップの目印 

２０ｍ 

○S  

○G  

：掲示物 

○S  ：スタート地点 ○G  ：ゴール地点 

：テークオーバーゾーン 

：スタート位置のめやす線 

３５ｍ 

１２ｍ 
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≪バトンパス上達の道≫ 

タイミングのよいスタート 

①  

【線ありの場】めやすの線を決め、友達がそこまできたらスタートする 

 

 

 

 

 

 

②  

【線なしの場】目印を置いて（つけて）、友達がそこまできたらスタートする 

 

 

 

 

 

 

③  

目印を前後に調整してちょうどよいスタート位置を見つける（目印をなくしても OK） 

 

 

 

 

 

 

  

すばやい加速 

①  

全力で走り、ぎりぎりしっぽを取られないような位置でスタートして走る 

 

 

 

 

 

 

 

②  

バトンを使ってやってみよう 
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③ 

【バトンを使って】 

②の状態で「ハイ！」の合図で手を出してバトンがもらえる 

 

 

 

 

 

 

 

  

なめらかな受渡し 

① 【受ける人】「はい！」のかけ声ですばやく手を出す 

③  【受ける人】手は肩の高さ位に出す 

④  【渡す人】手のひらに確実に押し込む 

④ ゆっくり走った状態で①②③ができる 

⑤ 前走者と同じようなスピードで①②③ができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ○「コツボード ～リレー編～」の活用 

     実態調査から「友達に対してアドバイスをすることができますか」という問いに対して、１

０名（４０％）が「資料などを参考にすればできる」、５名が（２０％）「むずかしそう」と回

答している。めあて同様、リレーの学習経験の少なさから何を視点とすればよいのかが漠然と

しているからだと考えられる。２、３、４時間目は「タイミングのよいスタート」「すばやい

加速」「なめらかな受渡し」を１時間に１つずつ示し、めざす姿として全体で確認する。自分

が意識してうまくいったこと、その動きを身に付けるのに有効だった練習方法、友達にもらっ

たアドバイスなどを記入していく。それらを「コツボード ～リレー編～」に加えていくこと

で、友達がどのようなことを意識して行っているのか、また、どのような練習が効果的だった

かがわかり、自分の課題解決の糸口となる資料になるだろう。そして、５、６時間目にチーム

の課題に合った練習を行う際、このコツボードを参考にすることで、アドバイスの視点が明確

になり、友達とよりよくかかわり合いながら高め合っていけるだろう。 
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４ 学習のねらい 

 ○運動に進んで取り組み、助け合って運動したり、場や用具の安全に気を配ろうとしたりしている。                         

【関心・意欲・態度】 

 ○チームに合った練習や競走の仕方を工夫している。              【思考・判断】 

 ○テークオーバーゾーン内で、減速の少ないバトンパスができる。           【技能】 

 

５ 評価規準（概ね満足できる状況） 

 運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能 

単 
 

元 
 

の 
 

評 
 

価 
 

規 
 

準 

・競走したり、目標記録に挑戦

したりする楽しさや喜びに触

れることができるよう、陸上

運動に進んで取り組もうとし

ている。 

・約束を守り、友達と助け合っ

て練習や競走をしようとして

いる。 

・用具の準備や片付け、計測や

記録などで、分担された役割

を果たそうとしている。 

・運動する場を整備したり、用

具の安全を保持したりするこ

とに気を配ろうとしている。 

・課題の解決の仕方を知るとと

もに、自分の課題に合った練

習の場や方法を選んでいる。 

・他のチームとの競走や自分の

チームの記録への挑戦の仕方

を知るとともに、自分のチー

ムの力に合った競走のルール

や記録への挑戦の仕方を選ん

でいる。 

・一定の距離を全力で走るこ

とができる。 

・テークオーバーゾーン内で、

減速の少ないバトンパスが

できる。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

① リレーに進んで取り組もう

としている。 

② 友達と協力し、安全に気を付

けて準備や片付けをしよう

としている。 

③ 友達同士で教え合ったり、励

まし合ったりしようとして

いる。 

① 自分に合っためあてをもっ

ている。 

② チームの課題に合った練習

を選んでいる。 

③ チームに合った競走の仕方

を工夫している。 

① タイミングよくスタート

することができる。 

② すばやく加速することが

できる。 

③ なめらかに受渡すことが

できる。 

タイミングのよいスタート 

すばやい加速 

なめらかな受渡し 
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６ 学習の道すじ（本時 ５／６） 

 
１ ２ ３ ４ ○5 （本時） ６ 

０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４５ 

 

 

 

 

 

 

○学習の

進め方

を知る 

○チーム

を知る 

○試しの

競走を

する 

つ  な  が  る  運  動 

（追いかけ走・スタートダッシュゲーム・２人の５０ｍリレーなど） 

 

 

 

 

技  能  の  ポ  イ  ン  ト 

タイミング

のよい 

スタート 

すばやい 

加速 

なめらかな 

受渡し 

チームの課題を 

選んで練習する 

○各時間のポイントに対して、チームで助け合って練習する 

○毎時間の始めと終わりに競走をし、記録を計測したり、アドバイスしあ

ったりする 

 まとめ 

関 ① ②   ③  

思    ① ② ③ 

技  ① ② ③   

 

７ 学習活動と教師の支援 

 学習内容と活動 教師の支援、指導（○）・評価（◇） 

は
じ
め 

１ オリエンテーションをする。 

 ○学習の道すじ、学習の約束、安全面の確認をし、学習の進め方を知る。 

 ○学習のチームを知る。（チーム間の走力がほぼ等しくなることを確認する。） 

 ○トップアスリートの映像を見て、バトンパスのイメージをもつ。 

 ○つながる運動をする。 

 ○試しの競走を行い、記録を測定する。 

◇リレーに進んで取り組もうとしている。         【関心・意欲・態度①】 

な 
 
 

か 

１ 学習の場づくりをして、つながる運動に取

り組む。 

【スタートダッシュゲーム】 

：合図にすばやく反応。すばやく加速。 

 

 

 

○一つ一つの運動のポイントを声かけ

することで正しく行えるようにする。 

○タイミングよく反応してすぐに加速

するために、教師の合図に集中してス

タートの姿勢を保つように伝える。 

 

◇友達と協力し、安全に気を付けて準備

や片付けをしようとしている。 

【関心・意欲・態度②】 

 

ねらい    バトンパスを工夫して競走を楽しもう 

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 
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 学習内容と活動 教師の支援、指導（○）・評価（◇） 

  

 

 

 

 

 

 

                 

【追いかけ走】 

：走る距離の相談。すばやく加速。 

 

 

 

 

 

【２人で短距離リレー】         

 ：合図にすばやく反応。スムーズなバトン

パスの必要性。すばやく加速。 

 

 

 

 

 

２ 本時のねらいと活動を確認する。 

 

 

 

 

【各時間における技能のポイント】 

 ・２時間目  →タイミングのよいスタート 

 ・３時間目  →すばやい加速 

 ・４時間目  →なめらかな受渡し 

 ・５・６時間目→チームで選択 

 

 

 

３ 技能のポイントを意識して、試しのリレー

を行う。 

 ・各レース２チーム対抗で行う。 

  

 

４ 本時のポイントを意識して、チーム毎にバ

トンパスの練習をする。 

≪予想されるめあてと練習の場≫ 

【タイミングのよいスタート】 

 Ａさん：ラインありの場でスタートするライ

ンを決めて走り出したい。 

〇２人の距離を自分たちで相談させ、逃

げ切れるか逃げ切れない勝敗の不確

定さを楽しめるようにする。 

 

 

 

 

 

〇テークオーバーゾーンの有効性に気

付かせ学習に生かせるように、２人の

走力に応じて走る距離を調整してよ

いことを伝える。 

〇走力差があればハンデをつけてよい

ことを伝え、勝つか負けるかわからな

い状態を楽しめるようにする。 

 

 

 

 

 

○上手にできているチームやペアを手

本とすることでポイントとする動き

を視覚的にわかるようにする。 

○【各時間における技能のポイント】を

身に付けることが目的ではなく、その

ような動きができるようになること

で、よりリレーが面白くなることを伝

える。 

○毎時間、対戦チームを変えていくこと

で意欲を持続できるようにする。 

○リレーを行っていないチームが出発、

計測、観察をすることで助け合って学

習が進められるようにする。 

○「バトンパス上達の道」の活用を促す

ことで、段階を追って活動できるよう

にする。 

 

◇自分に合っためあてをもっている。 

 【思考・判断①】 

 

な 
 
 
 
 
 

か 

ねらい    バトンパスを工夫して競走を楽しもう 
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 学習内容と活動 教師の支援、指導（○）・評価（◇） 

な 
 
 
 
 
 
 

か 

 

 

 

 

 

 

Ｂさん：前の人との距離感はつかめてきたの

でフラッグで合図をしてもらって、

スタートできるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

【すばやい加速】  

Ｃさん：手を出したまま走ってしまうので意

識してきちんと加速したい。  

 

 

 

 

 

Ｄさん：しっぽを取られないように全力で逃

げ切りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

【なめらかな受け渡し】 

 Ｅさん：前の人が渡しやすいように手を出す

位置を高くしたい。 

Ｆさん：手のひらの出し方を考えて受取りや

すいようにしたい。 

○タイミングがつかめてきたら、より競

走時に近づけるために、フラッグなし

で練習するよう促す。 

○スムーズなバトンパスに近づけるよ

うに友達に見てもらい、走り出すタイ

ミングが合っているか、確認するよう

促す。 

◇タイミングよくスタートすることが

できる。         【技能①】 

 

◇チームの課題に合った練習を選んで

いる。       【思考・判断②】 

 

 

 

○後ろを向いたり、手を出したまま走っ

たりする子どもには、友達の「はい」

の声がかかるまでは前を向いたまま

手を出さずに走ることを意識するよ

うに伝える。 

 

○前走者から逃げたときに、近すぎる場 

合や遠すぎる場合は、スタートするタ

イミングや、加速の仕方に目を向けら

れるように声をかける。 

○自分の課題に対して、一生懸命取り組

めている子どもや、それを助け合って

いるチームを称賛することで、学習へ

の意欲を高める。 

 

◇すばやく加速することができる。 

【技能②】 

 

○テークオーバーゾーンの有効的な使

い方や、走順を考えさせることで、チ

ーム内で走力を補い合ったり、スムー

ズにバトンパスが行えるペアを探し

出したりできるよう声をかける。 
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学習内容と活動 教師の支援、指導（○）・評価（◇） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な 
 
 
 
 
 
 

か 

 

 

 

 

 

 

５ 学習したことを生かして２チーム対抗リレ

ーを行う。各レースの間に観察チームも含め

て振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪リレーの対戦順（例）≫ 

 レース① レース② 

対戦相手 黄 － 青 赤 － 白 

観察チーム 赤・白 黄・青 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ ４チーム対抗リレーを行う。 

 

 

 

◇なめらかに受渡すことができる。     

【技能③】 

 

 

 

 

〇「その時間のポイント」を意識して行

えるように声かけをすることで、学習

を生かしたリレーができるようにす

る。 

○観察係には、２、３、４時間目にはそ

の時間のポイントを、５、６時間目に

は担当するチーム（友達）が何に気を

付けるのかを把握するように声をか

けことで見るポイントを明確にでき

るようにする。 

○アドバイスする際は、コツボードやバ

トンパス達人への道を参考にしてよ

いことを伝える。 

○出発係には、運動が安全に行えるよう

に準備が整っていることを確認でき

るように全体に声をかけるように伝

える。 

○計測係には、立ち位置や胴体をゴール

とすることなどの計測方法をきちん

と指導することでなめらかな記録が

計測できるように確認する。 

 

◇友達同士で教え合ったり、励まし合っ

たりしようとしている。         

【関心・意欲・態度③】 

◇チームに合った競走の仕方を工夫し

ている。      【思考・判断③】 

 

○ダッシュマークを自分のスタート開

始地点にしっかりと置くように声を

かけることで、本時までの学習を生か

せるようにする。 

 

レ
ー
ス
① 

振
り
返
り 

レ
ー
ス
② 

振
り
返
り 
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学習内容と活動 教師の支援、指導（○）・評価（◇） 

な 
 
 
 
 

か 
 

 
 

 

 

 

 

 

７ 学習のまとめをする。 

・学習カードに記入する。 

・次時の内容を確認する。 

 

 

 

 

 

７ 片付けを行う。 

 

○スタート位置が子どもによって異な

るので、自分がスタンバイすべきコー

スでしっかり待つことを確認し、安全

に配慮できるようにする。 

 

○次時の学習につながるバトンパスの

受渡しができているチームを取り上

げ、新たな課題をもてるようにする。 

○コツボードをみんなが活用できるよ

うに、技能のポイントについて意識し

たことやアドバイスしたこと、自分な

りのコツなどを学習カードに記入す

るよう声かけをする。 

◇友達と協力し、安全に気を付けて準備

や片付けをしようとしている。 

【関心・意欲・態度②】 

ま
と
め 

８ 学習の振り返りをしてまとめる。 

○運動に進んで取り組む中で、助け合って運動したり、場や用具の安全に気を配ったり

することができたか。                      

○チームに合った練習や競走の仕方を工夫できたか。   

○テークオーバーゾーン内で、減速の少ないバトンパスができたか。   


